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今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
山
﨑
と
申
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
常
日

頃
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

数
年
に
渡
り
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
昨
年
か
ら
５
類
に
移
行

さ
れ
落
ち
着
き
あ
る
普
段
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
学
校

行
事
は
、
我
慢
・
我
慢
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
昨

年
か
ら
は
、
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
最
大
の

喜
び
に
変
え
、
そ
の
時
そ
の
時
を
充
分
に
楽
し
ん
で

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
目
の
前
に
置
か

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
全
力
で
楽

し
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
人
生
で
一
度
し
か
な
い
大
切

な
高
校
生
活
で
す
。
こ
の
高
校
生
活
が
有
意
義
な
も

の
と
な
る
よ
う
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
ま
し
て
も
生
徒
の
皆
さ
ん
が
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
は
多
く
の
保
護
者
の
皆
様

に
参
加
し
て
頂
き
、
子
供
達
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

共
に
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

　

今
期
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
折
り
返
し
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
残
り
の
学
校
生
活
が
安
心
か

つ
笑
顔
で
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
保
護
者
の

皆
様
と
福
本
校
長
先
生
は
じ
め
教
職
員
の
お
力
添
え

を
賜
り
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

大
樹
高
等
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
不
安
と
い
う

気
持
ち
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

「
高
校
で
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い

け
る
か
な
」
と
思
っ
た
り

　

「
他
の
人
と
も
馴
染
め
る
か
な
」

　

と
心
配
し
た
り
等
、
不
安
な
気
持

ち
が
出
て
は
消
え
の
繰
り
返
し
で
し

た
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
を
な
く
し
て
く
れ

た
の
が
、
新
し
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
、

一
学
年
担
当
の
先
生
方
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
私
は
こ
の
ク
ラ
ス
に
し
て

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
に
か
あ
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
、
大
き
な
仕
事
で
あ

る
ル
ー
ム
長
を
請
け
負
い
ま
し
た
。

　

今
の
私
が
ル
ー
ム
長
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
行
動
が
で
き
て
い
る
か
は
、

自
分
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
行
事

で
、
ル
ー
ム
長
を
や
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

着
任
後
、
「
共
生
と
共
創
」

の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
「
共

生
」
の
「
自
他
を
尊
重
す
る

心
」
や
「
共
創
」
の
「
自
学
」

の
力
を
育
む
に
は
読
書
が
重

要
と
考
え
、
私
自
身
も
読
書

し
た
り
、
生
徒
向
け
校
長
だ
よ
り
を
ほ
ぼ
毎
日
発
行

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
読
ん
だ
本
で
は
、
２
０
２
４
年
の
本
屋
大

賞
を
受
賞
し
た
宮
島
未
奈
さ
ん
の
『
成
瀬
は
天
下
を

取
り
に
い
く
』
は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
こ
の
作

品
に
は
、
目
指
す
「
共
生
と
共
創
」
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
１
つ
は
、
主
人
公
の
成
瀬
あ
か
り
と
い
う
か

な
り
特
徴
的
な
生
徒
が
、
自
分
の
思
う
が
ま
ま
自
由

に
行
動
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
で
す
。
タ
イ
ト
ル

の
と
お
り
成
瀬
は
「
天
下
を
取
る
」
と
言
い
出
す
少

女
で
す
が
、
ず
っ
と
成
瀬
の
そ
ば
に
い
て
驚
き
つ
つ

も
協
力
す
る
親
友
の
み
ゆ
き
の
存
在
や
、
成
瀬
を
面

白
が
り
つ
つ
受
け
入
れ
る
友
人
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
特
徴
的
な
成
瀬
を
受
け
入
れ
る
こ
と

こ
そ
が
共
生
だ
と
思
い
ま
し
た
。
成
瀬
は
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
か
つ
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
固
定

観
念
を
捨
て
、
互
い
の
個
性
を
尊
重
で
き
る
場
所
、

そ
ん
な
場
所
が
理
想
で
、
本
校
も
そ
う
し
た
力
を
も

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
集
団
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

２
つ
め
に
、
成
瀬
の
地
域
を
愛
す
る
姿
勢
が
「
共

創
」
の
理
想
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
成
瀬
は
地
元
の
滋

賀
県
が
大
好
き
で
、
地
元
愛
に
あ
ふ
れ
る
行
動
が
随

所
に
見
ら
れ
ま
す
。
続
編
で
は
、
観
光
大
使
に
ま
で

就
任
し
、
そ
の
姿
が
本
の
表
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
も
地
域
に
つ
い
て
学
習
す
る
時
間
・
機
会
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
そ
う
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
成
瀬
の

よ
う
に
若
者
の
視
点
か
ら
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

行
動
す
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
成
瀬
の
よ
う

に
地
域
探
究
学
習
の
成
果
を
実
際
の
行
動
に
結
び
付

け
て
い
る
生
徒
が
多
数
お
り
、
改
め
て
、
理
想
の
姿

を
感
じ
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
今
後
も
「
共
生
と
共

創
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
時
の
高
校
生
は
大
変
だ

　
　

（
帯
広
大
谷
高
校
体
育
館
）
４
月
20
日
（
土
）

　
　

２
部
男
子
Ｄ:

２
回
戦
敗
退
（
上
井
・
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　

 

準
決
勝
敗
退
（
藤
原
・
前
山
）

　
　

２
部
男
子
Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
上
井
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦
敗
退
（
前
山
）

　
　
　
　
　
　
　

 

４
回
戦
敗
退
（
藤
原
）

　

○
第
76
回
北
海
道
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

兼
第
75
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

十
勝
地
区
予
選
会
（
よ
つ
葉
ア
リ
ー
ナ
十
勝
）

　
　

５
月
23
日
（
木
）
～
25
日
（
土
）

　
　

男
子
団
体:

１
回
戦　

大
樹　

２
ー
３　

帯
広
南
商
業

　
　

男 

子 

Ｄ:

１
回
戦
敗
退
（
伊
藤
・
上
井
）

　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
藤
原
・
前
山
）

　
　

男 

子 

Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
藤
原
、
前
山
）

　
　

女 

子 

Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
玉
置
）

　

○
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
争
奪
全
十
勝
高
校
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
兼
第
77
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
十

勝
地
区
予
選
会

　
　

（
帯
広
の
森
体
育
館
・
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
　

７
月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）

　
　

１
部
男
子
Ｄ:

１
回
戦
敗
退
（
藤
原
・
前
山
）

　
　

２
部
男
子
Ｄ:

２
回
戦
敗
退
（
上
井
・
本
保
、
上
野
・
吉
岡
）

　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦
敗
退
（
宇
佐
美
・
山
際
）

 
 
 
 

２
部
男
子
Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
上
井
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
伊
藤
、
上
野
、
宇
佐
美
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
保
、
前
山
、
山
際
、
吉
岡
）

　
　
　
　
　
　
　

 

準
々
決
勝
敗
退
（
藤
原
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

部
長　

竹
田　

愛
菜

　
　

私
た
ち
は
、
部
員
九
名
・
顧
問
二
名
の
、
計
十
一
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
入
部
員
が
沢
山
入
り
、
今
ま

で
以
上
に
濃
い
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

体
連
や
そ
れ
ま
で
の
大
会
は
、
良
い
結
果
も
悪
い
結
果
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
た
試
合
で
し

た
。
三
年
間
、
沢
山
の
方
に
さ
さ
え
て
頂
い
た
お
陰
で
、

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　

○
令
和
6
年
度 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
高
校
リ
ー
グ
大
会

　
　

４
月
20
日(

土)

　

ブ
ロ
ッ
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

初
戦　

大
樹 

０
ー
２ 

帯
広
南
商
業 

敗
退

　
　

４
月
21
日(

日)

　

下
部
リ
ー
グ
戦

　
　
　
　
　

大
樹 

０
ー
２ 

帯
広
三
条

　
　
　
　
　

大
樹 

０
ー
２ 

帯
広
農
業

　

○
令
和
6
年
度
北
海
道
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
大
会

　
　

兼　

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会
十
勝
支
部
予
選
会

　
　

（
芽
室
町
総
合
体
育
館
）

　
　

５
月
24
日(

金)

　
　

１
回
戦 

大
樹 

2
ー
1 

芽
室 

勝
利

　
　

２
回
戦 

大
樹 

０
ー
２ 

帯
広
緑
陽 

敗
退

　

◯
令
和
６
年
度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
理
事
長
杯
高
校
大
会

　
　

（
芽
室
町
総
合
体
育
館
）
８
月
31
日
（
土
）

　
　

１
回
戦 

大
樹 
０
ー
２ 

帯
広
大
谷 

敗
退

▼
美
術
部

美
術
部　

部
長　

櫻
井
あ
か
り

　
　

私
た
ち
美
術
部
は
、
２
年
生
３
人
、
顧
問
の
昆
先
生
と
南

部
先
生
の
計
５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル
は
、
油
絵
・
粘
土
な
ど
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
し

一
学
年
主
任

　
別
段
　
健
太

て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
期
間
は
高
文
連
に
向
け
た
作
品
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 　

〇
高
文
連
十
勝
支
部
美
術
展
出
品　

帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

令
和
６
年
8
月
30
日
～
９
月
３
日

　
　

海
上　

永
遠
（
２
Ａ
）
近
藤　

叶
（
２
Ａ
）
櫻
井
あ
か
り
（
２
Ａ
）

　
　

⇒

十
勝
高
文
連
賞
受
賞
（
平
面
）

：

海
上　

永
遠
（
２
Ａ
）

▼
茶
道
部

茶
道
部　

部
長　

杉
森　

雛
梨

　
　

茶
道
部
は
、
三
年
生
五
名
一
年
生
二
名
と
、
顧
問
の
渡
邉

先
生
、
外
部
講
師
の
小
島
先
生
で
、
火
曜
日
と
金
曜
日
の

週
二
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
一
年
生
が
二
名
加

わ
り
ま
し
た
。
普
段
は
春
と
秋
の
高
文
連
に
向
け
て
お
点

前
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
時
期
に
よ
っ
て
行
う
お
点
前

が
異
な
る
た
め
覚
え
る
の
が
大
変
で
す
が
、
部
員
仲
良
く

協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 　

〇
高
文
連
十
勝
支
部
茶
道
専
門
部
野
点
研
修
会
参
加

　
　

於 

鹿
追
町
民
ホ
ー
ル 

７
名
参
加

▼
ク
ッ
キ
ン
グ
部

ク
ッ
キ
ン
グ
部　

部
長　

野
村
琉
来
名

　
　

私
た
ち
ク
ッ
キ
ン
グ
部
は
週
２
回(

月
・
水
曜
日)

に
活
動

し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
み
ん
な
で
食
べ
た
い
も

の
を
作
っ
た
り
、
先
生
か
ら
料
理
の
技
術
を
教
わ
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
は
牛
乳
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
り
、
二
月
に
は
小
学
生
と
恵
方
巻
作
っ
た
り
等

も
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

○
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル 

応
募

　

○
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
２
０
２
４ 

入
賞

　

◎
右
記 

本
選
出
場

▼
吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部　

部
長　

坂
本　

大
陽

　
　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
三
年
生
二
名
、
二
年
生
三
名
、
顧

問
の
先
生
二
名
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
方
と
の
合
同
演
奏
や
高
文
連

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
五
名
と
少
な

い
中
で
活
動
し
て
い
る
の
で
、
大
人
数
で
演
奏
が
で
き
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

 　

〇
８
月
21
日　

高
文
連
十
勝
支
部
音
楽
発
表
大
会:

優
良
賞

　
　

９
月
１
日　

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
　

10
月
26
日　

大
樹
町
文
化
祭　

出
演
予
定

　
　

11
月
16
日　

年
金
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
大
樹
）
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
予
定

　
　

１
月
25
日　

小
・
中
・
高
吹
奏
楽
部
合
同

　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
予
定

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
同
好
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
同
好
会　

部
長　

川
股
愛
瑠
奈

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
同
好
会
は
、
三
年
生
二
名
と
二
年
生
五
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は
、
月
曜
日
・
火
曜
日
・

金
曜
日
の
週
三
日
で
す
。
同
好
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
次
第
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
、
主
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ
行
き
、
乱
打
や
サ
ー
ブ
レ

シ
ー
ブ
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ダ
ン
ス
を

し
た
り
縄
跳
び
も
し
た
り
、
メ
ニ
ュ
ー
は
メ
ン
バ
ー
の
み

ん
な
で
決
め
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
楽
し

ん
で
活
動
で
き
ま
す
。
中
学
か
ら
や
っ
て
い
る
人
、
高
校

か
ら
始
め
た
い
人
、
体
を
動
か
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
来
て
く

だ
さ
い
。 

▼
陸
上
競
技
部

陸
上
部　

部
員　

髙
野　

美
羽

　
　

陸
上
部
は
、
部
員
三
名
顧
問
二
名
の
計
五
名
で
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
楽
し
く
活
動
し
、

ハ
ー
ド
な
練
習
も
お
互
い
に
声
を
か
け
な
が
ら
乗
り
越
え
て

い
ま
す
。
陸
上
競
技
は
個
人
戦
で
す
が
、
日
々
の
練
習
で
仲

間
と
の
絆
や
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
こ
の
競
技

の
魅
力
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
冬
期
練
習
に
入
り
ま
す
が
、
来

シ
ー
ズ
ン
の
試
合
で
の
記
録
更
新
や
目
標
の
達
成
を
目
指
し

て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

○
第
77
回
十
勝
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第
77

回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
十
勝
支
部

予
選
会
（
帯
広
の
森
陸
上
競
技
場
）

　
　

５
月
16
日
（
木
）
～
18
日
（
土
）

　
　

男
子　

１
０
０
ｍ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
13
秒
56
）

　
　

男
子　

２
０
０
ｍ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
28
秒
14
）

　
　

女
子　

１
０
０
ｍＨ　

折
笠　

花
穂　

予
選
敗
退
（
19
秒
99
）

　
　

女
子　

１
０
０
ｍ　

折
笠　

花
穂　

予
選
敗
退
（
14
秒
94
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野　

美
羽　

準
決
勝
敗
退
（
13
秒
81
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

第
４
位　

（
４
ｍ
49
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
道
大
会
進
出

　

○
第
77
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

兼 
秩
父
宮
賜
杯
第
77
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
北
海
道
予
選
会
開
催
要
項

　
　

（
旭
川
市
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
　

６
月
10
日
（
月
）
～
６
月
14
日
（
金
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

予
選
敗
退
（
４
ｍ
50
）

　

○
第
74
回
全
十
勝
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第
79
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
会
十
勝
地
区
予
選
会
（
帯
広

の
森
陸
上
競
技
場
）
７
月
20
日
（
土
）

　
　

男
子　

１
０
０
ｍ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
13
秒
40
）

　
　

男
子　

２
０
０
ｍ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
27
秒
82)

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

第
９
位　

（
４
ｍ
95
）

　

○
第
66
回
十
勝
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
兼
第
40
回

北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
十
勝
支
部
予
選

会
（
帯
広
の
森
陸
上
競
技
場
）

　
　

８
月
24
日
（
土
）
～
8
月
25
日
（
日
）

　
　

女
子　

１
０
０
ｍ　

髙
野　

美
羽　

第
６
位　

（
13
秒
76
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

第
２
位　

（
４
ｍ
71
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
道
大
会
進
出

　

○
第
40
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　
　

（
室
蘭
入
江
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
　

９
月
18
日
（
水
）
～
９
月
20
日
（
金
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

予
選
敗
退
（
４
ｍ
77
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

部
長　

藤
原　

幸
生

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
水
曜

日
・
金
曜
日
の
週
四
日
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
部
員

は
、
二
年
生
四
人
と
一
年
生
六
人
、
顧
問
の
先
生
二
人
の
計

十
二
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
未
経
験
者
な
の
で
気

軽
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
「
ガ
チ
ガ
チ
で
は
な
い
け

れ
ど
、
大
会
で
は
勝
ち
た
い
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
な
が

ら
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

 　

○
第
14
回
小
林
純
幸
杯
争
奪
全
十
勝
高
校
春
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
兼
第
79
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
北
海
道
予
選
会
（
少
年
の
部
）
十
勝
地
区
予
選
会

（２）
　

今
時
の
高
校
生
は
、
国
語
・
数
学
と
い
っ
た
昔
か
ら
あ

る
科
目
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
パ
ソ

コ
ン
が
使
え
る
こ
と
、
自
分
で
問
い
を
立
て
て
課
題
を
解

決
し
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
生

活
で
は
、
掌
サ
イ
ズ
の
薄
い
箱
か
ら
ゲ
ー
ム
・
動
画
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
絶
え
ず
誘
惑
し
て
き
ま
す
。
あ
げ
句
の
果
て
に
、

学
年
主
任
は
「
何
か
特
別
な
活
動
を
し
た
ら
文
字
で
記
録

を
残
し
な
さ
い
」
「
昨
日
の
帰
り
も
窓
が
開
け
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
」
な
ど
と
何
か
と
口
う
る
さ
い
。
一
年
Ａ
組
の
皆

さ
ん
は
、
我
々
大
人
が
過
ご
し
た
高
校
時
代
よ
り
も
大
変

な
環
境
で
、
入
学
し
て
か
ら
四
ヶ
月
よ
く
頑
張
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
大
き
く
変
わ
る
」
と
書
い
て
大
変
で
す
。

何
か
に
挑
戦
す
る
こ
と
、
未
知
の
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
、

遊
び
た
い
気
持
ち
を
抑
え
て
勉
強
・
部
活
動
に
励
む
こ
と
、

ど
れ
も
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
大
き
く
成
長
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
二
年
半
で
自
立
し
た
た
く
ま
し

い
大
人
に
な
る
た
め
に
も
、
大
変
な
こ
と
に
積
極
的
に
挑

み
、
一
度
で
は
上
手
く
い
か
な
く
て
も
粘
り
強
く
前
に
進

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

変
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
部
分
も
列
挙
し
て
お
き
ま
す
。

素
直
で
前
向
き
な
と
こ
ろ
。コ
ツ
コ
ツ
頑
張
れ
る
と
こ
ろ
。

時
間
・
締
切
・
服
装
な
ど
の
基
本
が
身
に
付
い
て
い
る
と

こ
ろ
。
一
学
年
団
の
座
席
か
ら
は
「
一
年
生
は
可
愛
い
ね

ぇ
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の

言
葉
が
似
合
う
皆
さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
学
校
祭
を
終
え
て
」一

年
Ａ
組

　
道
見
　
隼
大

「
学
校
祭
を
終
え
て
」二

年
Ａ
組

　
西
川
　
美
愛

　

私
は
、
学
校
祭
を
終
え
て
二
つ
の
こ
と
を
特
に
学
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ク
ラ
ス
や
同
じ
係
の
人
た
ち
と
の
協
力

の
大
切
さ
で
す
。
こ
れ
は
、
学
校
祭
を
通
し
て
ク
ラ
ス

で
良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
は
、
全
員
で
協
力
す
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
学
校
祭

以
外
で
も
多
く
の
人
が
協
力
し
合
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

作
り
や
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
報

告
・
連
絡
・
相
談
の
報
連
相
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
学
校
祭
と
い
う
大
き
な
学
校
行
事
を
盛

り
上
げ
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
二
・
三
年
生
の
先
輩
方

の
積
極
的
な
活
動
か
ら
、
色
々
な
人
に
学
校
祭
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
雰
囲
気
作
り
が
大
切
だ
と
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
も
先
輩
方
の
よ
う
に
周
り

を
巻
き
込
み
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
れ
る
よ

う
に
、
積
極
的
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
た
く
さ
ん

の
知
識
や
力
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
学
校
祭
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
来

年
の
学
校
祭
で
も
今
年
の
先
輩
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
の
人

と
協
力
し
て
楽
し
く
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

　

今
年
度
の
学
校
祭
は
、
ど
の
部
門
も
効
率
よ
く
、
協

力
し
て
準
備
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
仕

事
が
終
わ
れ
ば
、
「
私
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
よ
り
互
い
の
信
頼
を
得

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
く
て
も
、
「
私
に
」
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
、

相
手
に
自
分
も
手
伝
い
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
縁
日
係
と
し
て
積
極
的
に
準

備
に
参
加
し
、
困
っ
て
い
た
ら
仲
間
に
助
け
を
呼
び
、

逆
に
自
分
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
周
り
に
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
を
自
分
か
ら
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
後
悔
す
る
こ
と
な
く
学
校
祭
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
見
学
旅
行
や
来

年
度
の
学
校
祭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
日
常
生
活
で
も
、

計
画
的
に
物
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
周
り
を
見
て
行

動
し
、
自
分
か
ら
声
掛
け
が
で
き
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
一
人
が
自
分
の
行

動
や
発
言
に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
今
回
の
学
び
を
力

に
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

「
学
校
祭
を
終
え
て
」三

年
Ａ
組

　
太
田
　
皓
貴

　

高
校
生
活
最
後
の
学
校
祭
は
多
く
の
で
き
ご
と
が
あ

り
、
三
年
間
の
中
で
も
思
い
出
に
残
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
縁
日
の
担
当
の
責
任
者
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
、
メ
ン
バ
ー
と
の
話
し
合
い
を
率
先
し
て
司
会
進

行
を
し
た
り
、
縁
日
制
作
の
指
揮
を
し
た
り
、
全
体
的

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
が
決
ま
っ
た
頃
は
皆
が
納
得
す
る
案
が
出
ず
困

り
ま
し
た
が
、
何
度
も
協
議
し
た
結
果
、
百
本
ク
ジ
と

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
担
当
の
方
々
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
制
作
し
、
な
ん
と
か
本
番
ま
で
に
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
一
般
公
開
を

し
て
い
た
お
か
げ
か
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
関
係
な
く
遊
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
ほ
と
ん
ど
の
景

品
が
無
く
な
り
、
企
画
は
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
校
祭
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
と

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
将
来
に
役
立
た
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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